（４）今後の方向性とスケジュールについて（案）
1 みよし市障がい者自立支援協議会の組織形態について
· 平成２１年度の組織形態を継続。

· 就労支援部会（準備会）を就労支援部会とし、部会のひとつに位置づける（予定）。

· その他、各部会や相談支援事業所の取り組みから明らかになった市民ニーズ、地域課題に応じて、プロジェクトや部会を設けていく。

→プロジェクトや部会の設置については運営協議会で決定し、全体会で報告。
2 運営協議会について
· 今年度同様、毎月開催。協議会事務局と各部会リーダーが集まり、各部会や協議会全体の動向の把握、市民ニーズや地域課題の集約を行う。その上で、自立支援協議会の方向性を検討し、全体会での協議内容等を提出する。
· 必要に応じて、プロジェクトや部会の設置に向けても検討。

3 心身障がい児部会について
· 心身障がい児部会で出された課題解決案の実施に向けて検討し、各機関に協力を依頼していく。

· 心身障がい児部会の目的は、みよし市の早期発見・早期療育システムの構築。現状は、今の支援システムの課題発見と調整に取り組んでいるが、今後はみよし市のシステム構築に向けて検討、協議が必要。

· 特別支援教育連携協議会との連携も重視。特別支援教育分野の動向に注目。

4 就労支援部会準備会について

· 平成２２年７月に就労支援部会を設置予定。みよし市に住む障がい者の就労支援を考える場として機能させていく。（４～６月は就労支援部会準備会として開催。）

· ４月からは、豊田市障がい者就労・生活支援センターが「障害者就業・生活支援センター」となり、みよし市も対象エリアとなる。みよし市の障がい者の就労支援に取り組んでいただけるとともに、就労支援部会準備会～就労支援部会の構成員にも加わってもらい、就労支援システムの構築に向けて連携をとっていく。
5 相談支援連絡会（相談支援事業）について
· 相談支援事業の委託は、今年度同様に来年度も実施予定。

· 相談支援フロー、支給決定プロセス、サービス利用意向調査（訪問調査）については、今年度の形式で進めつつ、その時々に合わせて修正を加えていく。

· 相談支援や調査報告を行う中で、個別支援会議が必要であれば随時で開催していく。また、個別支援会議の定義（開催基準等）についても検討。
· 相談員には、協議会内・外を問わず研修には積極的に参加してもらい、質の向上を図るとともに、相談支援従事者同士の連携も深めていく。

＊ スケジュールは別紙

